題 しらず 

寂し さに 堪 へたる 人の またも あれな 庵 を 並べむ 

冬の 山里 (西 行 法師) 

山家 

寂し さに 堪 へて すむ 身の 山里 は 年 ふるま まに 訪 

ふ 人 もな し (頓阿 法師) 

山家 郭公 

寂し さに 堪 へて 住めと や 問 ひすて て 都に 向 ふ 山 

ほととぎす (加 藤 枝 直) 

信 州 数日 

いのち 

寂し さの 極みに 堪 へて 天地に 寄す る 命 をつ く 



づ くと 思 ふ (伊藤左千夫) 

斯く 類似の、 『寂し さに 堪ふ』 とい ふの が あるから、 

この 事に ついて その 伝統の 経過 を 少しく 記載す る こと 

とする。 

二 

万葉集で は サビシ とい はずに 大部分 サブ シ といって 



ゐた。 佐 夫 思。 佐 夫 之。 左 夫 之。 佐 夫斯。 佐 夫 志と い 

ふ 仮名書きの あるのに よっても 分かる。 また、 『不 怜』 

の 文字 は旧訓 にサビ シと訓 ませた が、 真 淵の 万 葉考で 

サブ シが 好から うとい ふ 説 を 出し、 諸家 それに 従 ふや 

うにな つて ゐる。 

それなら、 万葉集に サビ シと訓 ませた ところ は 一 つ 

もない かとい ふに、 ただ 一 つ ある。 巻 十五 (三 七三 四) 

せき 

に、 『遠き 山 関 も 越え 来ぬ 今更に 逢 ふべき よしの 無き 

が 佐 夫 之 佐』 とい ふ 歌が あって、 結句に サブ シサの 語 

が あるが、 この 結句 は、 『 一 云。 佐必之 佐』 と あるから、 

これ は サビシ サと訓 ませて ゐる 例で ある。 この 例が あ 



るた めに、 サブ シ から サビシ が 転じた ので あらう とい 

ふ 説 も 可能と なる わけで ある。 この 転化の 説 は、 その 

道の 専門家 もさう 云って 居る。 

さて、 万 葉の サブ シが、 新 古今 あたりの サビシ と 同 

じ 語 だとして、 この 語の 持つ 概念、 語感に 幾分 違 ふと 

ころが ある。 これ は 実例に 拠る のが 最も 便利で あるか 

ら、 煩し いけれ ども 次に その実 例 を 抽出す る ことにす 

る。 

つま サブ シ ミカ 

(前略) その 夫の 子 は 不怜弥 可お も ひて 寐らむ 

(下略) (巻 二。 ニー 七) 



ささな み し が つ まかり ぢ 

楽浪の 志我津 の 子ら が罷道 の 川瀬の 道 を 見れば 

不怜毛 (巻 二。 ニー 八) 

まか か ぢさを 

(前略) 大宮人の 退り 出て 遊ぶ 船に は 楫棹も 無 

くて 不楽毛 漕ぐ 人な しに (巻 三。 二 五 七) 

山の端に 味鳧群 さわぎ 行く なれ ど 吾 は 左 夫 思 恵 

君に しあらねば (卷 四。 四 八 六) 

き サブ シ 

今より は 城の 山道 は不 楽け む 吾が 通 はむ と 思 ひ 

しもの を (巻 四。 五 七 六) 

神 さ ぶ と 不 欲に は あらず やや 多く 斯 くして 後に 

佐 夫 之け むか も (巻 四。 七 六 二) 

つま や 

家に 行きて 如何に か 吾が せむ 枕づ く蠕屋 



佐 夫斯久 おも ほ ゆべ しも (巻 五。 七 九 五) 

言 ひ つ つも 後 こそ 知らめ とのし くも 佐 夫 志け め 

いま 

や も 君 坐さず して (巻 五。 八 七 八) 

古に 妹と 吾が 見し ぬば たまの 黒 牛 潟 を 見れば 

佐 府下 (巻 九。 一 七 九 八) 

サブ シ 

秋 萩 を 散り 過ぎぬ ベ み 手 折り 持ち 見れ ども 不怜 

君に しあらねば (巻 十。 ニニ 九 〇) 

愛 しと 念 ふ 吾妹 を 夢に 見て 起きて さぐる に 無 

サブ シサ 

きが 不怜 (巻 十一 一。 二 九 一四) 

さ ざれ 浪 浮き て 流る る 泊 瀬 河よ る ベ き 磯の 無き 

が 不怜也 (巻 十三。 三 ニニ 六) 



荒 雄ら が 行き にし 日より 志賀の 海人の 大浦田 沼 

サブ シク モア ルカ 

は 不楽有 哉 (巻 十六。 三 八 六 三) 

した こ ひ こころ 

(前略) 下 恋に 何時か も 来む と 待た すらむ 情 

左 夫 之 苦 (下略) (巻 十七。 三 九 六 二) 

さ つき 

我 背 子が 国へ ましな ば ほととぎす 鳴かむ 五月 は 

佐 夫 之家牟 かも (巻 十七。 三 九九 六) 

桜花 今ぞ 盛と 人 はいへ ど 我 は 佐 夫 之 毛 君と し 在 

ら ねば (巻 十八。 四 〇 七 四) 

(前略) 何時しか も 使の 来む と 待た すらむ 心 

左 夫 之 苦 南風 ふき (下略) (巻 十八。 四 一 〇 



いやし 

(前略) ほととぎす 弥 頻き暄 きぬ 独の み 聞けば 

不怜毛 (下略) (巻 十九。 四 一 七 七) 

吾の みし 聞けば 不怜毛 ほととぎす 丹 生の 山辺に 

い 行き 鳴かな も (巻 十九。 四 一 七 八) 

上の 例 を 見る と、 その 多く は、 有るべき 物の 無い、 

共に ゐ るべき ものの ゐ ない、 一 たび ゐた 者が 去った、 

従って 独の み 居る とい ふ、 充実 せられぬ、 空虚 感 から 

来る、 一種 特有な 沁々 とした 不快 を 伴 ふ 消極的 感情 を 

あら はすのに、 サブ シと いふ 語 を 用 ゐてゐ る やうで あ 

る。 それで あるから、 サブ シと いふ 感情 は、 いかにも 



身体 (肉体) に 即して 居り、 覚官 的で あり、 常に、 対 

者 を 予想し、 対 者の 肉体 を も 予想して ゐる やうに 思 へ 

る。 従って、 万葉集の サブ シは、 覚官 的に して 切実で 

ある。 

人 麿の、 『川瀬の 道 を 見れば さぶ しも』 (ニー 八) は、 

単に 川瀬 を 通 つ て 行く 道と いふ 自然の 光景の やうに 見 

える が、 実は、 志 賀津の をと めの 死んで ゆく 身体、 そ 

の 美女 そのもの を 予想して ゐ るの だから、 ただ ほの ぼ 

のとした、 後世の サビシ と 違 ふので あって、 覚官 的に 

やはり 切実な ので ある。 また、 『志賀 の 海人の 大浦田 

沼 はさぶ しく も あるか』 (三 八 六 三) も 風景の みの やう 



に 見える が、 実は、 『荒 雄ら が 行きに し 日より』 とい ふ 

のが 関連して ゐ るので、 やはり 荒 雄 等の 去った とい ふ 

空虚 感を あら はして ゐ るので あるから、 荒 雄 等の 肉体 

が 写象と して 欠けて いて はならない ので ある。 万葉集 

の サブ シには さ う い ふ 特色が あると 思 ふ。 

斯く、 覚官 的に 切実な 感情で あるから、 広義の カナ 

シと相 通ず る ことがある。 例へば、 巻 一 (二 九) の 人 

ももし き ミレバ カナシ モ 

麿 作 長歌の 終の 句 は、 『百 磯城の 大宮処 見者 悲毛』 であ 

るが、 『或 云、 見者 左 夫 思 母』 ともなって ゐ るから、 力 

ナシと サブ シと 同じと ころに 使って ゐ るので ある。 ま 

かざ はや うらみ しら つ つじ 

た、 卷三 (四 三 四) に、 『風速の 美 保の 浦 廻の 白 躑躅 見 



れ ども 不怜 亡き人 思へば』 の 第 四 句 は、 『或 云、 見者 

カナシ モ 

悲霜 無き 人 思 ふに』 となって ゐる。 即ち 茲 では、 サブ 

シと カナシと 一 っ処に 用ゐら れてゐ る。 なほ、 巻 九の 

もみ ぢば 

紀伊 国に て 作歌 四 首の 中、 ( 一 七 九 六) に は 『黄葉の 過 

カナシ モ 

ぎに し 子等と 携 はり 遊びし 磯 を 見れば 悲 裳』。 ( 一 七 九 

八) に は、 『いにしへ に 妹と 吾が 見し ぬば たまの 黒 牛 潟 

を 見れば 佐 府下』 とあって、 同じ やうな 感情 を、 一 つ 

は カナシと いひ 一 つ は サブ シと 云って ゐ るので ある。 

カナシ は 情の 切なる もので ぁリ、 特に 万葉集での カナ 

シの 用例 は、 肉体的で あり、 人間的で あるから、 サブ 

シの 用例 もまた 肉体的で あり、 人間的で ある。 



この 人間的 だとい ふこと は、 後世の 用例の 天然 的に 

相対し、 覚官 的. 情緒 的 だとい ふの は、 抽象的. 情調 

的 だとい ふのに 相対 立せ しめる ことが 出来る。 



古今 集、 後 撰 集、 拾遺 集、 金 葉 集、 詞花 集に はサビ 

シの 用例 は少 く、 後 拾遺 集に は 六 七 首 あるが、 先づ概 

して 少ぃ 方で ある。 



〔古今 集〕 

河原のお ほい まう ち 君の 身 まかりての 秋 

かの 家の ほとり を まかりけ るに、 紅葉の 

色 まだ 深く もなら ざり ける を 見て かの 家 

によみ ていれたり ける 

打ちつ けに 寂しく も あるか 紅葉 も 主な き 宿 は 色 

なかり けり (近院 の 右のお ほい まう ち 君) 

〔後 撰 集〕 

独 侍りけ る 頃 人の 許より いかに ぞ ととぶ 

ら ひて 侍りければ 朝顔の 花に つけて 遣 は 



しける 

夕暮の 寂しき もの は 朝顔の 花 をた のめる 宿に ぞ 

ありけ る (読 人 不知) 

〔拾遺 集〕 

河原 院 にて 荒れた る 宿に 秋 来る とい ふこ 

マ J ろ を 人々 よみ 侍りけ るに 

八重 萚 しげれる 宿の 寂しき に 人 こそ 見えね 秋 は 

来に けり (恵慶 法師) 

夏柞の 紅葉の ちリ 残りたり ける につけて 

女 五の みこの もとに 

時なら で柞の 紅葉 散りに けりい かに この もと 寂 



しかるら む (天 暦 御製) 

〔後 拾遺 集〕 

広 沢の 月 を 見て よめる 

すむ 人 もな き 山 ざとの 秋の 夜 は 月の 光 もさび し 

かりけ り (藤 原範永 朝臣) 

〇 

花見に と 人 は 山べ に 入り はてて 春 は都ぞ さびし 

かりけ る (道 命 法師) 

右兵衛 督俊 実子に おくれて 歎き 侍りけ る 

頃と ぶら ひに つか はしける 

いかばかり 寂し かるらむ 木枯の 吹きに し 宿の 秋 



の 夕 ぐれ (右大臣 北方) 

親 なくなりて 山寺に 侍りけ る 人の もとに 

つか はしける 

山里の 柞の 紅葉 散りに けり 木の 本い かに さびし 

かるらむ (読 人 しらず) 

題 しらず 

寂し さに 煙 を だに も 断た じと て柴 をり くぶる 冬 

の 山 ざと (和 泉 式部) 

月夜 中 納言定 頼が 許に 遣 はしける 

板 ま 荒み あれた る 宿の 寂しき は 心に も あらぬ 月 

を 見る 哉 (弾 正 尹 清 仁 親王) 



良暹 法師の 許に つか はしける 

おも ひやる 心さ へ こそ 寂しけ れ大原 山の あきの 

ゆ ふぐれ (藤 原 国 房) 

〔金 葉 集〕 

〇 

道 もな くつ もれる 雪に 跡た えて 古里い かに 寂し 

かるらむ (皇后 宫肥 後) 

〔詞花 集〕 

山家 月 をよ める 

さびし さに 家出し ぬべき 山里 を 今宵の 月に 思 ひ 

とまりぬ (源 道 済) 



けり』 とい ふやうな 心 は、 あるべき ものの 無い、 空虚 

に 本づく 一種の 消極的 感情で、 やはり 万 葉 時代の サブ 

シのモ ディ フ イカ チョンと 看做し 得る ので ある。 

即ち、 サブ シ . サビシ の 用語 は 大体の 伝統 を 追尋す 

る ことが 出来る が、 時代の おもかげ と共に 幾分 づ つの 

変化 を 来して ゐる こと を 見得る ので ある。 



千載 集、 新 古今 集になる と、 『さびし』 の 用例が 頓に 

増加して 来て ゐる。 今 その 一 部分 を 次に 記す ことにす 

る。 (詞 書、 作者 略す) 

〔千載 集〕 

三 室 山お ろす 嵐の さびしき につまと ふ 鹿の 声た 

ぐ ふなり 

松風の 音 だに 秋 は 寂しき に 衣う つなり たまが は 

の 里 

夕され ば 小 野の 萩原 吹く 風に 寂しく も あるか 鹿 

の 鳴くなる 



て 来て ゐる。 結論 は 稍 器械 的. 模型 的になる が、 心的- 

抽象的に なり、 天然 的に なり 情調 的に 縹渺 として 来て 

ゐ るから、 万 葉 時代の 肉体的に 切実な ものと は 違って 

ゐる。 此 がまた 一 つの モ ディ フ イカ チョンであって、 

それに 働き掛けた 要素 は 外国 文学 (漢文学) と 仏教と 

平安朝の 生活と 平安 末期から 鎌 倉へ かけての 戦争な ど 

であらう。 

和漢 朗詠 集に 載った 白 楽天の、 『前頭に は 更に 蕭条 

たる もの あり』 とい ふ 句と、 定 家の、 『見 わたせば 花 も 

紅葉 もなかり けり』 や、 西 行の、 『心なき 身に も あはれ 

は 知られけ リ』 と、 相 通ず る やうな ものである。 此等 



の 変化の 跡と 環境との 関係 は、 思想の 豊かな 人々 が、 

私の 提供した この テ— マ を 精細に 整理して 呉れる とい 

い。 そして 結論 は 大体 私の 云った とほり で 大きい 間違 

は 無い つもりで ある。 

それから、 此処に 抜いた 歌 は、 千載. 新 古今の 二 勅 

撰 集に 限った が、 その他の 勅撰集に も 用例 は 多い し、 

私家集になる ともつ ともつ と 多い。 この 文章の はじめ 

に頓 阿の 一 首 を 抜いて 置いた が、 その 一 首の 前後に も、 

『さびし さ は 忍び ， J そ せめ 厭 ひき て 世 を うぢ 山の 嶺 の 

松風』。 『さびし さは 思 ひし ままの 宿ながら 猶聞 きわぶ 

る 軒の 松風』。 『さびし さ を 忍びやか ねむ 山 ふかみ 世 を 



を 拾 ふこと が 出来る が、 これ も 全体として は少ぃ 方で 

あり、 『さびし も』 と 止めた のが 多く、 新 古今 流の 『さ 

びし』 と 稍 違って ゐる。 即ち 次の 如くで ある。 

夏 過ぎ て 秋 さり くれば 我が 宿の 荻の 葉 そよ ぐ 音 

のさび しも (田 安 宗武) 

松 かぜに たぐへ て さびし 玉 川の 里の 少女が 衣う 

つお と (同) 

風 冴 ゆる 池の 汀の 枯 蘆の 乱れ ふすな る 冬 はさび 

しも (同) 

楣 並めてと よみ あ ひに し 武士の 小手 指 原 は 今 は 



さびし も (同) 

それから、 鹿持雅 澄の 歌 は、 純 万 葉 調の ものである 

から、 サビシ の 例 は 一 つも 無い やうで、 サブ シの 例と 

して は、 『霍公鳥な かる 国に はかくば かり 照れる 月夜 

もさぶ しから まし』 が あるので ある。 平 賀元義 の 歌 も 

また 純 万 葉 調で あるが、 これ も 用例が 極めて 少く、 『雪 

ふりて いた も 寂しき 夕暮に 百舌鳥が 音 遠し 逢崎の 里』 

が あるく らゐ である。 これ は、 意識して 態々 さう した 

とい ふよりも、 万 葉 調の 歌 を 作って 居れば、 新 古今 調 

の 歌 は 無くなり、 従って、 新 古今 流の 『さびし』 の 用 



例が 無くなる とい ふ 結果と なる ので ある。 

明治に なつてから、 古今. 新 古今 を宗 とする 流派の 

歌に は、 『さびし』 の 用例 は 可な り 多い。 万 葉 を 学んだ 

正 岡 子規の 歌に は その 用例 は少 く、 『森 深み 山鳥 鳴き 

て たまたまに 人に 逢 ふさへ 淋し かりけ り』。 『人取りて 

くら ひきとい ふぬ す 人の 住みに し 森 を 行けば さぶ し 

も』 などで、 新 古今 流の 『さびし』 とい ふ ほど 深い 意 

味 は 無く、 普通 平凡な 意味に 使って ゐる。 子規 は 寧ろ 

客観的な 人であった から、 自然 『さびし』 とい ふ 語 か 

ら 遠ざかり、 新 古今 流の 歌から も 遠ざかつ たので、 益々 

この 語の 用例が 少く なった ものと 見える。 



然るに、 その 門人の 伊藤左千夫の 歌になる と、 サビ 

シ、 サブ シの 用例が 増加して 来て ゐる。 今 実例 を 少し 

く抽 いて 見よう。 

かっし かの 田 中に いっく 神の 森の 松 を 少み宫 居 

さぶ しも 

森 中 の あやしき 寺の 笑 ひ w J ゑ 夜の 木霊 に ひびき 

て 寂し 

一 花の くれな ゐ 牡丹 床に させば 冬の 庵 もさぶ し 

くも あらず 

かぎ ろ ひの 夕畑蒿 麦 の 白き 花の 寒け く 見え て ザ J 



万葉集の 『さぶ し』 に 相応す る ものと、 新 古今 集 時代 

前後の 『さびし』 の 心 持 を も 混へ てゐる やうに 思へ る _ 

これが、 雅澄 ゃ元義 やの 使った 例と 違 ふ 点で ある。 



六 



右に 大体、 万葉集から 伊藤左千夫までの 実例 を 示し 

た。 そして 此処に 示さなかった ものに も、 まだ 多く あ 

るが、 差し 向き 此処に 示す こと を罷 める。 そして 次の 



一 一首 を 示して 愚見 を 簡単に 云 ふこと とする。 

題 しらず 

、-. ほ 

寂し さに 堪 へたる 人の 又も あれな 庵 をなら ベむ 

冬の 山里 (西 行 法師) 

信 州 数日 

いのち 

寂し さの 極みに 堪 へて 天地に 寄す る 命 をつ く 

づ くと 思 ふ (伊藤左千夫) 

西 行の は 山家 集と 新 古今 巻 六に 載って 居り、 左 千 夫 

の は 明治 四十 二 年の 作で ある。 そして、 この 二つ を 見 



びし』 に、 新 古今 時代の 『さびし』 を も 加味す るに 至 

つた。 これが 此処に 並べた 西 行の 歌の 語と 似て ゐ るの 

を 見ても 分かる ので ある。 そして 左 千 夫の 場合 は、 正 

岡 子規 在世 時代よりも、 子規 歿後、 親鸞に 傾倒し、 「新 

仏教」 同人と なり、 人生 をい ひ 信仰 を 云 ふに 至って か 

ら後 のこと である やうに おも はれる。 

此処で もう 一 たび 繰 返す と、 万 葉 時代の 『さぶ し』 

は、 肉体的. 人間的で あつたが、 それが 『伝統』 して 

ゐるぁ ひだに、 第一 のモ ディ フ イカ チョン を 経て、 心 

的 • 抽象的 • 天然 的と なった。 これが 新 古今 時代の 『さ 

びし』 の 傾向で ある。 それが 幾 時代 かの 『伝統』 を 経 
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